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乃木大将夫人像

70年ぶり再建

が
、
ほ
お
を
ふ
っ
く
ら
と
し
て

一

女
性
ら
し
く
し
た
。
台
座
豆
面

一

の
「
乃
木
静
子
」
と
い
う
字
は
、

一

本
人
の
肉
筆
を
再
現
し
た
。

一

市
内
の
経
済
界
や
神
職
ら
が

一

艇
生
日
で
あ
る
日
月
間
副
自
に

一

2
01
2
年
、
静
子
の
没
後
1
一
あ
っ
た
除
幕
訪
で
は
、
=
一
度一
闘
一

0
0年
顕
彰
祭
を
開
倒
し
た
の

一
削
知
事
ら
約
3
0
0人
が
出

一

を
櫛
に
、
銅
像
再
建
を
求
め
る

一
席
.
開
会
で
は
今
後
も
寄
付
そ

一

声
が
よ
か
っ
た
。

M
年
に
市
民

一
受
け
付
け
る
ほ
か
、
銅
像
の
官

一

団
体
「
乃
木
静
子
夫
人
事
費

一
週
保
全
や
顕
彰
活
動
に
も
力
を

一

会
」
(
早
瀬
葉
子
会
長
、
約
加

一
入
れ
る
と
い
う
。

一

人
)
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

一

一方、

「乃
木
静
子
夫
人
小

一

県
内
外
か
ら
総
額
約
1
千
万
円

一
億」

(
A
5
判
、
白
吋
)
は
同

一

の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。

一
舎
の
依
頼
を
受
貯
た
尚
古
集
成

一

完
成
し
た
銅
像
は
、
高
さ

ω
一
郎
の
田
村
省
三
館
長
が
執
借
し

一

号
の
和
装
の
座
像
で
、
台
座
を

一
た
。
勉
強
舶
心
だ
っ
た
掌
生
時

一

合
め
高
さ

2
・
1
針
。
前
回
の

一
代
の
ほ
か
、
乃
木
と
の
新
婦
生

一

像
の
写
真
な
ど
を
診
暑
に
し
た

一
活
、
戦
死
し
た
息
子
へ
の
思
い

-

冬
一
な
ど
が
、
当
時
の
資
料
や
写
真

一

樹
一
を
も
と
に
解
脱
さ
れ
て
い
る
.

↑

市
髄

一

早
瀬
童
は
元
死
を
た
た

一

島
車

一
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
明
治
一

ぷ

一
と
い
う
時
代
に
懸
命
に
生
章

一

ロ寸

一
女
性
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
一

利
一
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。
一

司
一

2
千
部
を
発
存
し
、

l
冊
l
一

手
一
干
円
で
鹿
児
島
市
の
義
理

一

珊
一
な
ど
で
販
売
す
る
。
「
乃
木
静
子

一

典
一
夫
人
小
伝
」
の
入
手
希
望
や
同

一

空
会
へ
の
寄
付
な
ど
は
、
開
会
事

一

四

一
務
局
の
船
積
神
社
(0
9
9
・2
一

‘2
6・7
4
5
7
)
へ
。
(
林
聞
広
)
「

鹿
児
島
の
市
民
団
体
静
子
小
伝
も
発
刊

明
治
期
の
陸
軍
大
将
・
乃
木
蕗
の
襲
、
世

(
1
8
5
9

5
1
9
1
2
)
の
銅
像
が
、
鹿
見
島
市
新
屋
敷
町
の
甲
突
川
左

岸
の
公
聞
に
、
約
均
年
ぶ
り
に
再
遇
さ
れ
た
。
静
子
の
生
温
を

ま
と
め
た
本
「
乃
木
静
子
夫
人
小
伝
」
も
発
刊
さ
れ
た
。
い
ず

れ
も
、
静
子
を
顧
彰
し
よ
う
と
、
鹿
見
島
市
町
日
市
民
団
障
が
格

付
を
募
り
、
企
画
し
た
。

乃
木
郁
子
は
藤
勝
滞
医
の
娘

で
、
岡
市
新
屋
敷
町
に
生
ま
れ

た。

1
8
7
8年
に
椅
典

(
l

B
4
9
5
1
9
1
2
)
と
結

婚
。
長
雨
宮
次
男
は
日
際
戦
争

で
戦
死
し
た
。

1
9
1
2
年
の

明
治
天
島
大
喪
の
折
、
希
典
と

と
も
に
殉
死
し
た
。
希
典
や
義

母
に
尽
く
し
た
こ
と
や
質
繋
な

生
語
ぷ
り
な
ど
か
ら
、
当
時
、

良
喪
賢
母
と
た
た
え
ら
れ
た
ロ

最
初
の
銅
像
は
、
静
子
の
遺

徳
を
し
の
ぶ
旧
世
田
麟
滞
士
ら
が

同
四
年
、
今
回
の
建
立
場
所
と
問

じ
揚
所
に
建
立
。
し
か
し
、
太

平
障
戦
笠
木
期
に
軍
事
資
材
と

し
て
供
出
さ
れ
、
台
鹿
の
み
が

残
っ
て
い
た
。


